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ちょん きりの ちょん さんの ほんとうの 名 を だれも 知 

りませんでした。 何でも 亡くなつ たこの 子のお か あさ 

うん なに なまえ 

んが、 この 子の 運がいい ように 何 かいい 名前 をつ けよ 

みっか みばん かんが びょうき 

うと、 三日三晩 考えぬ いて、 病気に なって、 いよいよ 

目をつぶる というと きに、 かすかな 声で、 

「ああ、 やっと 考えつきました。 この 子の 名 はちよ 

んご 

き 

といい かけた なり、 もう 口が 利け なくなって しまつ 

たのです。 そこで みんな はしかた がない ので、 「ちょ 



な， R き 

は 長い もの だとい つて 聞かせました。 そこでお か あさ 

なが なまえ 

んは、 かわいい 子に、 せいぜい 長い 名前 をつ けて やり 

たいと 考えて、 とうとう つけ もっけたり、 

「ちょうにん、 ちょうにん、 ちょうじゅうろう、 まん 

にゅう ど-つ にゅう ど-つ にゅう ど-つ 

まる 入道、 ひら 入道、 せいたか 入道、 へいがの こ、 

いっちょう ぎりの、 ちょうぎ りの、 ちょうの ちょうの 

ちょうぎ りの、 あの 山の、 この 山の、 その また 向こう 

の あの 山越えて、 この 山越えて、 桜 は 咲いた か、 まだ 

咲かぬ、 花より 団子で お茶 上がれ、 お茶が すんだら 三 

べん まわ たばこ しょうすけ 

遍 回って 煙草に 庄助ご 

なが なまえ 

という、 すてき もない 長い 名前 をつ けました。 



「ちょうにん、 ちょうにん、 ちょうじゅうろう、 まん 

にゅうどう に ゆ うど う に ゆ うど う 

まる 入道、 ひら 入道、 せいたか 入道、 へいがの こ、 

いっちょう ぎりの、 ちょうぎ りの ご 

と 早口に やって いるう ちに、 舌が もつれて、 かんしゃ 

お ま おとうと ほう 

くば かリ 起こって きました。 その 間に 弟 の 方 は どこ 

かへ 逃げて 行って しまいました。 

ちょん さんのお とうさん はまた、 ちょん さん、 ちょ 

ほう なまえ よ なに 

ん さんと、 にいさんの 方が 名前が 呼びい いので、 何 か 

に つけて、 

「これ をし ろ、 ちょん さん。 あれ をし ろ、 ちょん さんご 

と、 ちょん さんば かり ひどく K いました。 いたずら 



をしても、 

「これ、 ちょん さん、 ここへ 来い。 ご つん ご 

おとうと ほう にゅうどう 

とすぐ やられ ますが、 弟 の 方 は、 「まんまる 入道 

にゅうどう に ゆ 1 つどう 

ひら 入道、 せいたか 入道、 へいがの こ、 いっちょう 

ぎりの、 ちょうぎ リのご を やって いるう ちに、 くた び 

れて しまって、 おとうさん も 小言 をい うのが、 めん ど 

うく さくな りました。 

おかあさん は、 「やはり あの 子に 長い 名 をつ けて、 い 

いこと をした ご と 思いました。 
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